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きのこ害虫を振動で防除する 

～振動で害虫を防除。化学農薬を用いない、安全・安心なきのこ生産技術を確立します。～ 

○島根県において、きのこ類生産は重要な産業です。 

 きのこ生産で問題となるのが、発生する様々な害虫です。こ
れらの害虫は、収穫するきのこ類を食害したり、商品に付着し
て異物混入などの問題を引き起こしています。きのこ栽培では
化学農薬等を用いることができないため「振動」という物理的
な防除を共同研究を行って開発します。 

①きのこ栽培害虫であるコウチュウ目やチョウ目に対して、固
体振動を与えた場合の忌避・逃避行動等の反応を調査します。 

②共同研究のなかで開発する振動発生装置を用いて、効果的な
使用方法を開発します。 

ハラアカコブカミキリの成虫に、100Hzの振動を加えると歩行を停止して、そ
の場に静止する反応が観察されました。振動を加えることによって加害行動
を阻害する可能性が示されました。 

 

○振動を発生させる加振機に接続した金属板の上に成虫を放して加振して反
応を観察。供試虫の80～100％が歩行停止（写真右）。 

振動の強さ等の条件を変えた場合の反応試験を行って、ハラアカコブカミキリなど、きのこ害虫の忌避・逃避
行動等の反応を調査して、きのこ栽培現場での効果的な防除方法の確立を目指します。 

きのこ害虫に対する固体振動装置を用いた物理的保護技術の開発 
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ハラアカコブカミキリ成虫。幼虫は、しいたけ原木を食害 

 シイタケ菌床栽培 

ガ類、キノコバエ類の被害対策に、捕殺器や粘着 

シートの設置で多大な経費を要しています。 

 

シイタケ子実体を食害するフタオビコキノコムシ 

振動を発生させて、解析 

虫 
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